
 

 

     

●●●主な記事●●● 

P２ 地域福祉フォーラム開催 

P３ 平成 27年度赤い羽根共同募金 

実績 

ボランティアコーナー 

P４ 社協予定表 

自然育児のススメ 

いいづなの福祉事業所紹介 

P５ お知らせ・募集 

 まちがいさがしクイズ解答 

P６  まちがいさがしクイズ 

新 ささらばさら(➍コママンガ) 

りんごのつぶやき 

   
 
 

情報発信・交流等を目的に町内ボランティア

団体で組織されるボランティア連絡会主催『ボ

ランティアのつどい』が開催されました。 

５０名を超える方々が参加し、各団体の活動

展示や発表を行ったほか、ボランティアお手製

のお漬物やニラせんべいなども振る舞われまし

た。 

また、来場者にはボランティアが作った非常

持出袋が配られ、笑顔が溢れたつどいとなりま

した。 

この広報紙は、地域福祉を推進するために社協の事業内容など飯綱町の地域福祉に関する新鮮な情報を掲載し、 
共同募金の配分金を財源として発行されています。 

「交流！発信！！身も心もほっこり！！！」 
 

～2月 28日 ボランティアのつどいを開催～ 
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る
に
は
、
身
近
な
支
え
合
い
、
地
域
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
事
例
と
し
て
、

講
師
の
竹
重
氏
は
有
志
と
共
に
資
金
を

出
し
合
い
、
支
え
合
う
仕
組
み
『
サ
ロ

ン
』
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

サ
ロ
ン
と
は
、
「
い
つ
で
も
」「
気
軽

に
」「
集
ま
り
」「
お
茶
を
飲
み
」「
知
恵

を
絞
る
」
と
こ
ろ
で
、
仲
間
づ
く
り
や

居
場
所
づ
く
り
が
で
き
る
場
所
で
す
。 

参
加
す
る
こ
と
で
、
健
康
維
持
増
進

や
気
が
か
り
な
方
の
発
見
な
ど
多
く
の

機
能
が
あ
り
ま
す
。 

現
在
、
飯
綱
町
内
に
40
を
超
え
る
い

き
い
き
サ
ロ
ン
が
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
サ
ロ
ン
共
に
地
区
の
集
会
場
な

ど
を
利
用
し
、
年
間
12
～
24
回
ほ
ど
活

動
を
し
て
い
ま
す
。 

誰
で
も
参
加
で
き
る
サ
ロ
ン
が
あ
る

こ
と
で
、『
笑
止
高
齢
化
＝
笑
い
が
止
ま

れ
ば
高
齢
化
が
進
む
』
と
は
な
ら
ず
に
、

元
気
な
高
齢
者
が
増
え
、
地
域
や
町
が

よ
り
元
気
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

地
域
に
よ
っ
て
活
動
の
度
合
い
が
異

な
る
な
ど
課
題
が
あ
り
ま
す
。
社
協

で
は
、
そ
の
浸
透
を
目
指
し
勉
強
会

を
開
く
な
ど
つ
な
が
り
隊
の
強
化
に

努
め
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
個
人
の
困
り
ご
と
を
地

域
全
体
の
困
り
ご
と
と
捉
え
、
つ
な

が
り
隊
や
民
生
委
員
、
行
政
、
社
協

等
が
協
働
し
、
様
々
な
地
域
課
題
を

発
見
・
解
決
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

私
た
ち
は
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
で

身
体
に
様
々
な
変
化
が
現
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
が
起
こ
る
こ
と
で
日

常
生
活
で
も
「
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
」
が
出
て
き
ま
す
。 

か
つ
て
は
、
家
族
を
中
心
に
ご
近

所
で
そ
の
多
く
は
解
決
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
同
居
の
家
族
が
減

り
、
ご
近
所
と
の
人
間
関
係
が
希
薄

に
な
っ
て
い
く
中
で
解
決
で
き
な
い

困
り
事
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。 

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、
買

い
物
や
除
雪
、
ゴ
ミ
捨
て
、
電
球
の

交
換
等
日
常
生
活
で
の
起
こ
り
う
る

第
10
回
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム 

～
『
笑
止
高
齢
化
』
か
ら
元
気
な
町
へ
～ 

平
成
27
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
、
改
正
介
護
保
険
法
。
要
支
援
１
、
２
の
認
定
者
へ

の
一
部
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
と
し
て
、
移
管
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
飯
綱
町
で
も
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
が
順
次
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 今

回
の
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
こ
の
総
合
事
業
の
構
築
に
向
け
て
「
人
と
人
と
が

つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
地
域
ケ
ア
総
合
研
究
所
の
竹
重
俊
文
氏
と
浦
野
千

絵
氏
を
講
師
に
招
き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

飯
綱
町
内
に
は
住
民
に
よ
る
住
民

の
た
め
の
組
織
『
地
区
福
祉
推
進
委
員

会
（
つ
な
が
り
隊
）
』（
以
下
、
つ
な
が

り
隊
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
組
織
は
、

地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
地
域
住
民
の
話
を
聞
い
た
り
、
地

域
ぐ
る
み
で
見
守
り
や
支
え
合
い
を

行
う
等
の
活
動
を
し
ま
す
。 

地
域
の
助
け
合
い
活
動
を
進
め
る

た
め
に
と
て
も
重
要
な
組
織
で
す
が
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

平
成
37
年
（
２
０
２
５
年
）
に
向
け
て
、

「
若
者
が
高
齢
者
を
支
え
る
時
代
か
ら

元
気
な
高
齢
者
が
支
援
の
必
要
な
高
齢

者
・
障
害
者
等
を
支
援
す
る
時
代
が
訪

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し 

続
け
る
た
め
に

～
地
区
福
祉
推
進
委
員
会 

（
つ
な
が
り
隊
）
～ 

困
り
事
が
起
き
た
場
合
、
住
民
同
士
で

助
け
合
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

れ
る
」
と
講
師
の
竹
重
氏
（
地
域
ケ
ア

総
合
研
究
所
）
は
指
摘
し
ま
す
。
今
後
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け



   

                        

                           

                          
 

 

        
 

平
成
28
年
度
春
秋
の
古
紙
回
収
の

お
知
ら
せ 

 

27
年
度
は
大
勢
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
１
４
．６
ｔ
も
の
古
紙
が
集
ま

り
ま
し
た
。
28
年
度
も
左
記
の
と
お

り
、
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

◆
回
収
で
き
る
も
の 

広
告
紙
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
包
装
紙
、 

カ
レ
ン
ダ
ー
、
カ
タ
ロ
グ
、
封
筒
、 

コ
ピ
ー
用
紙
、
は
が
き
、 

ア
ル
ミ
付
き
紙
パ
ッ
ク
等 

◆
回
収
で
き
な
い
も
の 

新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
週
刊
誌
、 

マ
ン
ガ
本  

※
こ
ち
ら
は
町
の
古
紙
類
回
収
日
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。 

◆
回
収
日 

春 

５
月
10
日
（
火
） 

秋 

10
月
６
日
（
木
） 

※
い
ず
れ
も
午
前
８
時
30

分
ま
で

(

時
間
厳
守) 

◆
回
収
場
所
《
西
地
区
》 

袖
之
山 

公
民
館
玄
関
前 

上 

村 

公
民
館
玄
関
前 

古 

町 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

野
村
上 

公
民
館
玄
関
前 

高 

坂 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

中 

宿 

倉
庫
前 

横 

手 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

◆
回
収
場
所
《
東
地
区
》 

平 

出 

集
落
セ
ン
タ
ー 

福 

井 

集
落
セ
ン
タ
ー 

坂 

上 

公
民
館
玄
関
前 

東
黒
川 

倉
庫
前 

四
ツ
屋 

資
源
置
き
場 

栄 

町 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

資
源
置
き
場 

番 

匠 

公
民
館
玄
関
前 

福
井
団
地 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

小 

玉 

公
民
館
玄
関
前 

牟 

礼 

公
民
館
玄
関
前 

西
黒
川 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

回
収
日
に
は
、
旧
牟
礼
中
央
保
育
園

に
て
８
時
30
分
～
16
時
ま
で
作
業

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、直
接
お

持
ち
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。 

◆
お
問
合
せ 

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る
会 

電
話
２
５
３-

７
５
５
２(

荒
井
宅) 

 
 

２
５
３-

３
０
６
４(

小
林
宅) 

赤い羽根共同募金 

「じぶんの町を良くするしくみ」 

平成 27 年度実績 

総計 2,994,354 円 

赤い羽根共同募金は、じぶんたちの町の福祉「ふ
だんの・くらしの・しあわせ」を良くするために使
われています。 
集まった募金の約 70%は、募金をいただいた地域

で使われ、残りは、長野県内で市町村を超えた広域
的な福祉課題を解決するための活動に使われていま
す。また、大規模災害が起こった際に、災害ボラン
ティア活動支援など、被災地を応援するためにも使
われています。 
◆詳しくは、ホームページをご覧ください↓ 
赤い羽根共同募金 http://hanett.akaihane.or.jp/ 
 

（単位:円） 

地区名 金額 地区名 金額 

平 出 140,500 牟 礼 154,000 

番 匠 32,000 小 玉 82,000 

福井団地 473,540 西黒川 91,200 

福 井 55,000 東黒川 102,000 

四ツ屋 30,000 袖之山 55,000 

坂 上 97,000 地蔵久保 15,000 

栄 町 96,000 坂 口 13,000 

 

地区名 金額 地区名 金額 

高 坂 53,000 御所之入 46,000 

夏 川 37,000 若 宮 17,000 

野村上 67,200 堀 越 7,000 

北 川 26,000 日 向 3,000 

上 村 20,000 谷 44,500 

東高原 27,300 川 西 98,000 

横 手 26,000 川北西部 32,000 

中 宿 40,000 川北東部 45,700 

古 町 60,000 原 一 34,000 

普光寺西部 84,322 原 二 45,500 

普光寺中部 73,600 原 三 43,500 

普光寺東部 119,847 川 谷 27,000 

深 沢 33,500 上赤塩 60,700 

寺 村 41,000 毛 野 84,000 

町 47,000 下赤塩 35,000 

中 峯 23,200 東柏原 33,000 

田 中 33,000 奈良本 36,000 

中 村 40,000 扇 平 13,100 

    その他 1,145 

 
いただいた募金は、全額を長野県共同募金会に

送金しました。ご協力ありがとうございました。 

http://hanett.akaihane.or.jp/


                           

                           

                           

                          

飯綱町社会福祉協議会・町内福祉関連事業 予定【平成２８年４月】 
 

新
年
度
、
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
生
ま

れ
て
初
め
て
母
の
側
を
離
れ
る
お
子
さ
ん
、
生

ま
れ
て
初
め
て
一
人
で
歩
く
お
子
さ
ん
・
・
・
。

子
供
も
母
も
、
緊
張
し
な
が
ら
の
新
し
い
暮
ら

し
が
始
ま
り
ま
す
。 

さ
て
、
緊
張
と
い
う
の
は
「
心
」
が
連
続
し

て
息
を
吸
っ
て
い
る
（
吸
気
）
状
態
な
の
だ
そ

う
で
す
。
で
す
の
で
緊
張
が
続
く
時
や
、
強
く

な
る
場
合
は
、
息
を
吐
く
こ
と
（
呼
気
）
に
意

識
を
向
け
る
の
が
お
ス
ス
メ
で
す
。 

具
体
的
に
は
深
呼
吸
や
「
ゆ
っ
く
り
休
養
す

る
」
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
が
、
も
う
一
つ
「
呼

気
」
と
し
て
良
い
過
ご
し
方
が
あ
り
ま
す
。 

一
番
の
お
ス
ス
メ
は
、
お
子
さ
ん
の
「
た
だ

い
ま
ー
」
の
直
後
。
お
母
さ
ん
と
再
会
し
た
後

の
三
十
分
間
く
ら
い
で
す
。
こ
の
時
間
に
「
チ

ャ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
を
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
母
か
ら
「
今
日
は
何
し
た
の
？
」

と
尋
問
す
る
の
で
は
な
く
、
お
子
さ
ん
の
語
り

か
け
を
待
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
子
供
自
ら
の
語
り
か
け
が
心
の
「
呼
気
」
。

こ
う
し
て
子
供
の
思
い
を
「
吐
き
切
ら
せ
」
て
、

心
と
身
体
の
「
呼
吸
」
を
整
え
て
あ
げ
ま
す
。 

生
活
リ
ズ
ム
は
「
良
い
呼
吸
か
ら
生
ま
れ
る
」

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
ど
う
ぞ
、
お
試
し
く

だ
さ
い
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｂ
ｙ
唯
○
母 

 

飯

綱

町

の

事

業

所

紹

介

.
 

《
社
協
以
外
の
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
》 

月 日 曜日 内容 月 日 曜日 内容 

4 8 金 街中サロン「楽らく」 4 15 金 わ ら び 会 

 10 日 第１０回飯綱町一斉清掃  22 金 街中サロン「楽らく」 

 

 

「
楽
し
い
食
事
を
・
・
・
」 

 

ご
利
用
者
様
の
日
々
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
食
事
が

あ
り
ま
す
。
あ
お
ぞ
ら
で
は
、
食
事
の
提
供
業
者
と
連

携
し
て
月
に
数
回
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
季
節
の
イ

ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
大
晦
日
に
は
お
蕎
麦
、
元
日
に
は
お
せ
ち

が
提
供
さ
れ
ま
す
。
節
分
の
日
に
は
恵
方
巻
き
…
と
は

い
き
ま
せ
ん
が
太
巻
き
と
い
な
り
寿
司
が
提
供
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
は
主
に
昼
食
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
時
に
は
夕
食
に
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
と
称
し

て
お
茶
漬
け
を
は
じ
め
と
す
る
居
酒
屋
の
定
番
メ
ニ
ュ

ー
と
合
わ
せ
て
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
カ
ク
テ
ル
が
提
供

さ
れ
る
日
も
あ
り
ま
す
。 

 

な
か
な
か
外
食
に
出
掛
け
る
事
が
出
来
な
い
ご
利
用

者
様
も
、
普
段
よ
り
少
し
豪
華
な
食
事
が
出
る
と
笑
顔

が
見
ら
れ
、
嬉
し
そ
う
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
小
さ
な
喜
び
を
大
切
に
、
食
事

以
外
の
支
援
に
も
繋
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。 



  

                       

  

                           

                           

                          
 

 
お

知

ら

せ

・

募

集

 

地
区
福
祉
推
進
委
員
会
の
チ
ラ
シ 

全
戸
配
布
の
お
知
ら
せ 

飯
綱
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域

福
祉
の
推
進
の
た
め
、
左
記
チ
ラ
シ
を
作

成
し
ま
し
た
。 

◆
地
区
福
祉
推
進
委
員
会
に
つ
い
て 

町
内
全
地
区
に
小
地
域
（
区
・
組
）
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
、
助
け
合
い
活

動
を
進
め
る
地
区
福
祉
推
進
委
員
会
（
愛

称:

つ
な
が
り
隊
）
が
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
組
織
の
活
動
内
容
が
見
え
て
こ
な

い
」
等
課
題
も
あ
る
中
、
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
き
す
べ
て
の
地
区
で
よ
り
助
け
合

い
活
動
が
進
む
よ
う
左
記
チ
ラ
シ
を
作
成

し
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
は
今
回
の
定
例
配
布

と
併
せ
て
配
布
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
目
指

し
、
つ
な
が
り
隊
に
よ
る
よ
り
活
発
な
活

動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

飯
綱
町
宅
老
所
「
よ
っ
て
け
家
」 

廃
止
の
お
知
ら
せ 

 

飯
綱
町
宅
老
所
「
よ
っ
て
け
家
」
は
、 

西
黒
川
地
区
に
お
い
て
、
平
成
14
年
10 

 

月
の
開
所
以
来
、
約
13
年
半
に
わ
た
り
、

地
域
の
皆
様
を
始
め
、
町
民
の
皆
様
に
愛

さ
れ
て
運
営
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
が
、

平
成
28
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
廃

止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

皆
様
の
長
年
に
わ
た
る
ご
厚
情
に
心
か 

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

な
お
、
ご
利
用
者
様
に
つ
き
ま
し
て
は 

平
成
28
年
１
月
よ
り
、
他
事
業
所
へ
移
行

さ
れ
ご
利
用
を
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今 

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
鞭
撻
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

飯
綱
町
社
会
福
祉
協
議
会 

答え 

「男性の目」 

「女性の涙」 

「女性の髪型」 

徳武 政雄様 / 髙橋しけ子様 / 小林ミシエ様 / 

佐藤 憲明様 / 飯田 泰子様 

上記の皆様が当選されました。おめでとうございます。 

※景品の発送には当選から 1～2ヶ月ほどかかります。 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
講
師
募
集
に
つ
い
て 

 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
講
師
と
し
て
、
知

識
・
技
能
等
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
は
？ 

地
域
の
公
会
堂
な
ど
を
会
場
に
、
健
康

体
操
や
創
作
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
仲
間
づ
く
り
や

地
域
交
流
を
行
う
も
の
で
す
。 

◆
例
え
ば
、
こ
ん
な
お
話
が
で
き
る
方 

畑
／
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
／
資
産
運
用
／
温
泉

の
効
能
／
健
康
／
漬
物
作
り
／
手
芸
／
歴

史
／
漫
談
な
ど 

◆
例
え
ば
、
こ
ん
な
特
技
を
お
持
ち
の
方 

楽
器
演
奏
／
折
り
紙
／
体
操
／
外
国
語
／

／
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
／
ヨ
ガ
な
ど 

◆
お
問
合
せ 

飯
綱
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

電
話
２
５
３-

１
０
０
１ 

ご
連
絡
お
待

ち
し
て
お
り

ま
す 

▲宅老所「よってけ家」 

▲配布する地区福祉

推進委員会のチラシ 



   
 

匿 
 

名 ５
０
，
０
０
０
円 

匿 
 

名 ５
０
，
０
０
０
円 

こ
ぶ
し
会 １

１
，
５
０
０
円 

匿 
 

名 ５
０
，
０
０
０
円 

仲
俣 

孝
志
様 

お
米
１
０
０
㎏ 

ブ
ル
ー
ベ
ル
様 

５
０
，
０
０
０
円   

地
域
福
祉
の
推
進
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 

―第１１9 回― 今月も「まちがいさがしクイズ」に挑戦 
正解者の中から 5 名様に素敵な景品をプレゼント！ 

左右の絵を見比べて 3 つの間違い

の答えがわかった方は、左記の要領

で記入の上、ご応募ください。社協

ホームページクイズ応募フォーム

又は社協来所による応募も受け付

けております。(町内在住の方に限

る) 締切りは、4 月 1４日です。 

【消印有効】 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

まちがいさがしクイズ 

り
ん
ご
の
つ
ぶ
や
き 

   

あ
の
大
震
災
か
ら
早
く
も
５
年
、
特
に
被
災
し
て
は

い
な
い
自
分
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
５
年
間
は

本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た
。
振
り
返
る

と
５
年
前
の
今
頃
、「
絆
」
と
い
う
言
葉
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
飛
び
交
っ
て
い
た
こ
と
が
ま
ず
思
い
出
さ
れ
る
。

そ
れ
ま
で
も
勿
論
絆
と
い
う
言
葉
は
あ
っ
た
が
、
あ
ま

り
口
に
出
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
そ
う
い
う
言

葉
ば
か
り
発
し
て
い
る
人
は
何
処
か
胡
散
臭
い
目
で
見

ら
れ
る
雰
囲
気
す
ら
あ
っ
た
。
あ
の
大
震
災
を
契
機
に

少
し
は
絆
と
い
う
も
の
の
地
位
は
向
上
し
た
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
目
の
前
の
こ
と
を
こ
な
す
の
に
精
一
杯

で
、
ど
う
し
た
ら
絆
の
力
を
強
く
で
き
る
の
か
、
を
考

え
る
余
裕
も
な
く
日
々
は
過
ぎ
て
い
く
。 

原
発
事
故
で
は
今
も
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。

除
染
が
進
み
故
郷
へ
戻
っ
た
人
も
い
る
一
方
で
、
戻
れ

ず
に
い
る
人
、
戻
ら
な
い
人
も
い
る
。
除
染
の
苦
し
み

に
追
わ
れ
、
あ
れ
ほ
ど
「
脱
原
発
」
と
い
う
声
が
挙
が

っ
た
の
に
、
そ
の
後
原
発
は
再
稼
働
し
て
い
る
。 

か
つ
て
の
災
害
で
は
被
災
者
の
気
持
ち
を
思
い
、
み

ん
な
が
自
粛
す
る
こ
と
が
良
し
と
さ
れ
て
い
た
が
、
あ

の
日
以
降
、
被
災
地
の
物
資
を
購
入
す
る
こ
と
、
被
災

地
を
訪
れ
商
店
で
買
い
物
を
し
て
お
金
を
落
と
す
こ

と
、
そ
し
て
被
災
地
へ
の
観
光
が
復
興
に
つ
な
が
る
、

と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
た
よ
う
に
思
う
。
自
粛
し
て
い

て
も
復
興
は
進
ま
ず
、
消
費
が
復
興
を
進
め
る
、
と
い

う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。 

あ
の
日
か
ら
５
年
、
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
の
５
年

間
だ
っ
た
。 

ハガキ表 

389-1201  

 

飯綱町芋川 181 

飯綱町社会福祉協議会 

｢まちがいさがし｣ 

ハガキ裏 

・こたえ 

・じゅうしょ 

・なまえ 

・でんわばんごう 

・今月号の感想など 

※第 118 回まちがいさがしクイズの答えと当選者の発表は前ページに掲載してあります。 

《発行》ふれあいぽけっと編集委員会(事務局：飯綱町社会福祉協議会) 〒389-12０1 長野県上水内郡飯綱町大字芋川 181 

☎026-253-8456 FAX026-253-2907 E メール iishakyo@ii-shakyo.or.jp HP http://ii-shakyo.or.jp 
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